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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カップ部を有する衣類において、
　一対のカップ部と、
　上記カップ部の脇側に設けられたバック部と、
　上記カップ部に収容されるように装着されるエアーパッドと、を備え、
　上記エアーパッドは、バストを脇側及び下側から持ち上げる第１膨張部と、バストの上
部のボリュームを補う第２膨張部と、を左右それぞれに有し、上記第１膨張部及び第２膨
張部に空気を送るためのポンプを有し、
　前記第１膨張部と前記第２膨張部の境界には、膨張が抑えられた境界部が設けられてお
り、前記境界部は、着用時にバストトップが当接する領域に設けられていること
を特徴とするカップ部を有する衣類。
【請求項２】
　上記カップ部の下辺に沿った形状の斜辺を有し上記カップ部を支持するカップ支持部を
更に有すること
を特徴とする請求項１に記載のカップ部を有する衣類。
【請求項３】
　上記カップ支持部にはボタンが設けられており、上記エアーパッドにはボタンが設けら
れており、上記エアーパッドのボタンを上記カップ支持部のボタンに嵌合することで上記
エアーパッドが上記カップ支持部に対して装着されること
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を特徴とする請求項２に記載のカップ部を有する衣類。
【請求項４】
　上記エアーパッドは、下縁に位置合わせ部を備えており、
　上記エアーパッドの上記カップ支持部への装着時には、上記位置合わせ部の少なくとも
一部が上記カップ支持部に当接し、上記エアーパッドが上記カップ部に収容されるように
位置合わせがなされること
を特徴とする請求項３に記載のカップ部を有する衣類。
【請求項５】
　上記エアーパッドにおいて、上記ポンプには、右側の上記第１膨張部及び上記第２膨張
部に連通した第１パイプと、左側の上記第１膨張部及び上記第２膨張部に連通した第２パ
イプとが設けられていること
を特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載のカップ部を有する衣類。
【請求項６】
　上記第１パイプ及び第２パイプは、弾力性のある部材で構成されていること
を特徴とする請求項５に記載のカップ部を有する衣類。
【請求項７】
　カップ部を有する衣類において、
　一対のカップ部と、
　上記カップ部の脇側に設けられたバック部と、
　上記カップ部に収容されるように装着されるエアーパッドと、を備え、
　上記エアーパッドは、バストを脇側及び下側から持ち上げる第１膨張部と、バストの上
部のボリュームを補う第２膨張部と、を左右それぞれに有し、
　上記左の第１膨張部又は第２膨張部に、上記左の第１膨張部及び第２膨張部に空気を送
るための第１のポンプを配設し、上記右の第１膨張部又は第２膨張部に、上記右の第１膨
張部及び第２膨張部に空気を送るための第２のポンプを配設し、
　前記第１膨張部と前記第２膨張部の境界には、膨張が抑えられた境界部が設けられてお
り、前記境界部は、着用時にバストトップが当接する領域に設けられている
　カップ部を有する衣類。
【請求項８】
　カップ部を有する衣類において、
　一対のカップ部と、
　上記カップ部の脇側に設けられたバック部と、
　上記カップ部に収容されるように装着されるエアーパッドと、を備え、
　上記エアーパッドは、バストを脇側及び下側から持ち上げる第１膨張部と、バストの上
部のボリュームを補う第２膨張部と、を左右それぞれに有し、
　上記左右の第１膨張部又は上記左右の第２膨張部のいずれかには、上記左右の第１膨張
部及び第２膨張部に空気を送るポンプを配設し、
　前記第１膨張部と前記第２膨張部の境界には、膨張が抑えられた境界部が設けられてお
り、前記境界部は、着用時にバストトップが当接する領域に設けられている
　カップ部を有する衣類。
【請求項９】
　上記衣類がブラジャーであること
を特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載のカップ部を有する衣類。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カップ部を有する衣類に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ブラジャー等のカップ部を有する衣類は、バストを安定的にサポートし造形性を



(3) JP 6209574 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

高めるものとして、女性に広く使用されている。このようなブラジャーでは、カップ部に
例えばウレタンフォーム等からなる成型体を内包させ、サポート性、造形性を高めている
のが一般的である。そして、今日では、この成型体に代えて、エアーパッド等を採用して
バスト形状を補整して、バストを豊かに見せる工夫がなされている。
【０００３】
　そして、この種の技術としては、例えば特許文献１により、ブラジャーの乳房部内側面
に、バストの高さを調整するためのエアーパッドが内設されたブラジャーが開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平５－１４１０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、例えば、特許文献１に記載されたブラジャーでは、左右の乳房部のそれ
ぞれに給気用のポンプが装着されており、各エアーパッドへの給気は各ポンプにより別操
作で行わなければならなかった。さらに、乳房部にポンプが装着されていることから、操
作も難しく、装着者に不快感を与えるおそれがあった。
【０００６】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたもので、操作性及び装着感も良好で、バス
トの造形性を高めることが可能な、カップ部を有する衣類を提供することを目的とする。
【０００７】
　さらに、１つの操作で左右のエアーパッドに同時に空気を注入することができ、エアー
パッドの脹らみ量の調整の際には一方のエアーパッドの空気のみを排気して調整すること
もできる、カップ部を有する衣類を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このような課題を解決するため、本発明の第１の態様に係るカップ部を有する衣類は、
カップ部を有する衣類において、一対のカップ部と、上記カップ部の脇側に設けられたバ
ック部と、上記カップ部に収容されるように装着されるエアーパッドと、を備え、上記エ
アーパッドは、バストを脇側及び下側から持ち上げる第１膨張部と、バストの上部のボリ
ュームを補う第２膨張部と、を左右それぞれに有し、上記第１膨張部及び第２膨張部に空
気を送るためのポンプを有し、前記第１膨張部と前記第２膨張部の境界には、膨張が抑え
られた境界部が設けられており、前記境界部は、着用時にバストトップが当接する領域に
設けられていることを特徴としている。
【０００９】
　ここで、上記カップ部の下辺に沿った形状の斜辺を有し上記カップ部を支持するカップ
支持部を更に有してもよい。また、上記カップ支持部にはボタンが設けられており、上記
エアーパッドにはボタンが設けられており、上記エアーパッドのボタンを上記カップ支持
部のボタンに嵌合することで上記エアーパッドが上記カップ支持部に対して装着されるこ
ととしてもよい。さらに、上記エアーパッドは、下縁に位置合わせ部を備えており、上記
エアーパッドの上記カップ支持部への装着時には、上記位置合わせ部の少なくとも一部が
上記カップ支持部に当接し、上記エアーパッドが上記カップ部に収容されるように位置合
わせがなされることとしてもよい。
【００１０】
　さらに、上記エアーパッドにおいて、上記ポンプには、右側の第１膨張部及び第２膨張
部に連通した第１パイプと左側の第1膨張部及び第２膨張部に連通した第２パイプとが設
けられてもよい。そして、上記第１パイプ及び第２パイプは、弾力性のある部材で構成さ
れてもよい。
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【００１１】
　そして、本発明の第２の態様に係るカップ部を有する衣類は、カップ部を有する衣類に
おいて、一対のカップ部と、上記カップ部の脇側に設けられたバック部と、上記カップ部
に収容されるように装着されるエアーパッドと、を備え、上記エアーパッドは、バストを
脇側及び下側から持ち上げる第１膨張部と、バストの上部のボリュームを補う第２膨張部
と、を左右それぞれに有し、上記左の第１膨張部又は第２膨張部に、上記左の第１膨張部
及び第２膨張部に空気を送るための第１のポンプを配設し、上記右の第１膨張部又は第２
膨張部に、上記右の第１膨張部及び第２膨張部に空気を送るための第２のポンプを配設し
、前記第１膨張部と前記第２膨張部の境界には、膨張が抑えられた境界部が設けられてお
り、前記境界部は、着用時にバストトップが当接する領域に設けられている。
【００１２】
　さらに、本発明の第３の態様に係るカップ部を有する衣類は、カップ部を有する衣類に
おいて、一対のカップ部と、上記カップ部の脇側に設けられたバック部と、上記カップ部
に収容されるように装着されるエアーパッドと、を備え、上記エアーパッドは、バストを
脇側及び下側から持ち上げる第１膨張部と、バストの上部のボリュームを補う第２膨張部
と、を左右それぞれに有し、上記左右の第１膨張部又は上記左右の第２膨張部のいずれか
には、上記左右の第１膨張部及び第２膨張部に空気を送るポンプを配設し、前記第１膨張
部と前記第２膨張部の境界には、膨張が抑えられた境界部が設けられており、前記境界部
は、着用時にバストトップが当接する領域に設けられている。
 
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、操作性及び装着感も良好で、バストの造形性を高めることが可能なカ
ップ部を有する衣類を提供することができる。
【００１４】
　さらに、１つの操作で左右のエアーパッドに同時に空気を注入することができ、パット
の脹らみ量の調整の際には一方のエアーパッドの空気のみを排気して調整することもでき
るカップ部を有する衣類を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】（ａ）は本発明の第１実施態に係るブラジャーの構成図であり、（ｂ）はエアー
パッドを前面から見た様子を示す構成図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係るブラジャーからエアーパッドを外した様子を示す図
である。
【図３】（ａ）は本発明の第１実施形態に係るブラジャーのエアーパッドに空気を注入す
る前の様子を示す図であり、（ｂ）はエアーパッドに空気を注入した後の様子を示す図で
ある。
【図４】本発明の第２実施形態に係るブラジャーの構成図である。
【図５】本発明の第３実施形態に係るブラジャーの構成図である。
【図６】本発明の第４実施形態に係るブラジャーの構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照しつつ本発明の実施形態について、カップ部を有する衣類の一例とし
てブラジャーを例に挙げて説明する。
【００１７】
　＜第１実施形態＞
　先ず、本発明の第１実施形態について説明する。
【００１８】
　図１（ａ）には本発明の第１実施形態に係るブラジャーを肌面（装着面）側から見た様
子を示し、図１（ｂ）にはブラジャーに対して着脱自在なエアーパッドを前面部側から見
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た様子を示し、図２にはエアーパッドを外した状態のブラジャーを肌面（装着面）側から
見た様子を示し、説明する。
【００１９】
　図１（ａ）に示されるように、ブラジャー１は、緩やかに膨らんだ形状の一対のカップ
部２を備えている。カップ部２の下縁には、カップ支持部３が設けられている。カップ支
持部３は、所定の厚みを有しており、更に内側の斜辺はカップ部２の下縁の形状に合致し
た形状となっている。このカップ支持部３の下側から脇側にかけてはベース部４が設けら
れている。ベース部４の両脇側には、一対のバック部５が接続されている。ここでは不図
示であるが、バック部５の端部には連結部が設けられており、一対のバック部５は、端部
同士が背面にて連結部により係止される。この連結部としては、ホック、グリッパ、ボタ
ン、紐、面ファスナー等を種々のものを採用することができる。
【００２０】
　カップ部２は、例えばウレタン素材で構成されているので、非着用状態においても上記
緩やかに膨らんだ形状を維持することができる。
【００２１】
　また、ブラジャー１は肩ストラップ６を備えている。肩ストラップ６は、一端がカップ
部２の上辺部に係止具７を介して接続されており、他端がバック部５の上辺部に不図示の
係止具を介して接続されている。係止具７としては、エイト環、Ｚ環等を採用することが
できる。肩ストラップ６には、係止具７の近傍に長さ調整具８が設けられている。この長
さ調整具８としては、エイト環、円環等を採用することができる。肩ストラップ６は、紐
又は布テープであってよいが、これらに限定されない。
【００２２】
　ブラジャー１は、カップ部２の上に位置するように配置される着脱自在なエアーパッド
９を備えている。エアーパッド９は、バストを脇側及び下方から支えてバストアップされ
たシルエットを実現する第１膨張部９ａと、バストアップされたバストの上部の脹らみを
補う第２膨張部９ｂとを備えている。
【００２３】
　第１膨張部９ａは、ブラジャー１の下縁から脇側に向かい合う側の縁形状がカップ部２
の下辺部の形状に合致した緩やかな曲線形状となっている。また、第１膨張部９ａは、ブ
ラジャー１の中央に向かい合う側の縁形状が、第２膨張部９ｂの脹らんだ形状に合致する
ように窪んだ形状となっている。第２膨張部９ｂは、第１膨張部９ａに向かい合う側の縁
形状が膨らんだ形状となっており、ブラジャー１の中央に向かい合う側の縁形状が緩やか
な曲線形状となっている。
【００２４】
　第１膨張部９ａと第２膨張部９ｂとの境界には、膨張が抑えられた境界部９ｃが設けら
れている。但し、第1膨張部９ａと第２膨張部９ｂとは内部で連通している。さらに、エ
アーパッド９では、ブラジャー１の下縁から脇側に向かい合う側の縁に所定幅の位置合わ
せ部９ｄが設けられている。エアーパッド９をブラジャー１に装着したときに、この位置
合わせ部９ｄをカップ支持部３に当接させることで、第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂ
がカップ部２の肌面側に収まるように位置合わせされる。
【００２５】
　位置合わせ部９ｄには、中央付近に２か所のドットボタン（凸部）１２ａ，１２ｂが設
けられている。このドットボタン１２ａ，１２ｂが、図２に示されるようにカップ支持部
３に設けられたドットボタン（凹部）１４ａ，１４ｂに嵌めこまれることで、エアーパッ
ド９がブラジャー１に対して装着される。
【００２６】
　エアーパッド９の中央にはポンプ１０が埋め込まれており、ポンプ１０の配設位置の上
方には空気排気口１１と空気吸入口１３が設けられている。ポンプ１０を押圧すると、空
気吸入口１３から吸入された空気が第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂに送られ、第１膨
張部９ａ及び第２膨張部９ｂが膨張する。
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【００２７】
　ポンプ１０には左右に空気通過口１０ａ，１０ｂが設けられており、ポンプ１０の押圧
操作に基づいて、ポンプ内部に蓄えられた空気が空気通過口１０ａ，１０ｂを通過して第
１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂへと導かれる。
【００２８】
　一方、空気排気口１１を押圧して開放した状態で第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂを
押し込むと、内部に蓄えられた空気が空気排気口１１から外部に排出され、第１膨張部９
ａ及び第２膨張部９ｂが萎む。この排気の際にも、空気通過口１０ａ，１０ｂを介して空
気排気口１１へと内部の空気が導かれる。
【００２９】
　図２に示されるように、カップ支持部３の中央部には、エアーパッド９のポンプ１０の
形状に合致した第１の凹部１５ａ、空気排気口１１の形状に合致した第２の凹部１５ｂが
設けられている。従って、エアーパッド９をブラジャー１に装着したときには、ポンプ１
０の脹らみが第１の凹部１５ａに収まり、空気排気口１１の凸形状が第２の凹部１５ｂに
収まるので、エアーバッド９とカップ支持部３との間に大きな隙間は生じない。
【００３０】
　ここで、図３（ａ）にはエアーパッド９の膨張前の様子を示し、図３（ｂ）にはエアー
パッド９の膨張後の様子を示し、両者を比較して作用効果を説明する。図３（ａ）に示さ
れるように、エアーパッド９の第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂの膨張前においてはエ
アーパッド９自体が萎んでいるため、バストアップすることができず、バストの脹らみを
補うこともできない。これに対して、図３（ｂ）に示されるように、エアーパット９の第
１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂの膨張後においては、第１膨張部９ａの脹らみによりバ
ストアップを図ることができ、第２膨張部９ｂの脹らみによりバスト上部の脹らみを補う
ことが可能となり、美しいバストの造形を実現できる。
【００３１】
　このような構成によれば、エアーパッド９において、第１の膨張部９ａによりバストを
脇側から中央に向けて持ち上げ、下側から上方に向けて持ち上げ、全体としてバットアッ
プを図った美しい造形を実現することが可能となる。更に、第２の膨張部９ｂにより、バ
ストアップされたバストの上部のボリュームを補うことができるので、更に美しい造形を
実現することができる。このとき、左右のカップ部２は、エアーパッド９を完全に覆い隠
す形状となっているので、エアーパッド９は装着時には外部から見えない状態が維持され
る。従って、胸部開口のシャツ等を着用した場合でも、エアーパット９の存在を知られる
ことなく、着用することができる。
【００３２】
　さらに、境界部９ｃは、着用時にバストトップが当接する可能性の高い領域に設けられ
ているので、着用時にフィット感が良好となる。そして、ポンプ１０は、エアーパッド９
の中央部に埋め込まれているので、着用した状態でも、ブラジャー１と体の間に指を挿入
すれば、第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂの膨張量を調整することができる。
【００３３】
　なお、肩ストラップ６の引き上げ力によってエアーパッド９とバストとの密着性を更に
高め、長時間着崩れ難くすることもできる。但し、肩ストラップ６は、必須の構成要素で
はなく、肩ストラップ６が着脱自在とされたストラップレスタイプへの適用も可能である
ことは勿論である。
【００３４】
　以上説明したように、この発明の第１実施形態によれば、カップ部を有する衣類におい
て、一対のカップ部２と、カップ部２の脇側に設けられたバック部５と、カップ部２に収
容されるように装着されるエアーパッド９とを備え、エアーパッド９は、バストを脇側及
び下側から持ち上げる第１膨張部９ａと、バストの上部のボリュームを補う第２膨張部９
ｂと、上記第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂに空気を送るためのポンプ１０とを有して
いるカップ部を有する衣類が提供される。従って、エアーパッド９により、効果的にバス
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トアップしたボリュームのある造形を実現することが可能となる。
【００３５】
　ここで、カップ部２の下辺に沿った形状の斜辺を有しカップ部２を支持するカップ支持
部３を更に有してもよい。この場合、カップ部２をカップ支持部３によりしっかりと指示
し装着の安定性を高めることが可能となる。
【００３６】
　また、カップ支持部３にはドットボタン１４ａ，１４ｂが設けられており、エアーパッ
ド９にはドットボタン１２ａ，１２ｂが設けられており、エアーパッド９のドットボタン
１２ａ，１２ｂをカップ支持部３のドットボタン１４ａ，１４ｂに嵌合することでエアー
パッド９がカップ支持部３に対して装着されることとしてもよい。この場合、簡易な操作
でエアーパッド９の着脱を行うことが可能となる。
【００３７】
　さらに、エアーパッド９は、下縁に位置合わせ部９ｄを備えており、エアーパッド９の
カップ支持部３への装着時には、位置合わせ部９ｄの少なくとも一部がカップ支持部３に
当接し、エアーパッド９がカップ部２に収容されるように位置合わせがなされることとし
てもよい。この場合には、エアーパッド９の第１膨張部９ａ、第２膨張部９ｂが、カップ
部２の肌面側にしっかり収容されるように位置合わせされるので、装着感が良好なものと
なり、バストアップの効果も更に高まることになる。
【００３８】
　＜第２実施形態＞
　次に本発明の第２実施形態について説明する。
【００３９】
　図４には、本発明の第２実施形態に係るブラジャー２０の構成を示し説明する。ここで
は、図１と同一構成については同一符号を付し重複した説明は省略し、異なる部分を中心
に説明を進める。
【００４０】
　同図に示されるように、このブラジャー２０は、ポンプ１０を有しているが、左右に設
けられた空気通過口１０ａ，１０ｂに、パイプ２１ａ，２１ｂが設けられている点が第１
実施形態と異なる。このパイプ２１ａ，２１ｂは、例えばゴム等の伸縮性部材で構成され
ており、中空の円筒形状となっている。ポンプ１０を押圧すると、このパイプ２１ａ，２
１ｂより空気が第１膨張部９ａ、第２膨張部９ｂへと導かれることになる。そのとき、一
方のパイプ２１ａ又は２１ｂを指でつまんだ状態でポンプ１０を押圧すると、つままれた
パイプ２１ａ又は２１ｂは閉ざされるので、空気が通過せず、そのパイプ側の第１膨張部
９ａ、第２膨張部９ｂへは空気は導かれないことになる。
【００４１】
　従って、例えば、左右の一方の第１膨張部９ａ，第２膨張部９ｂのみを膨張させて、左
右のバランスを図りたい場合などに膨張量の微調整を図ることができ、バストの造形性を
より高めることが可能となる。
【００４２】
　以上説明したように、この発明の第２実施形態によれば、カップ部を有する衣類におい
て、一対のカップ部２と、カップ部２の脇側に設けられたバック部５と、カップ部２に収
容されるように装着されるエアーパッド９とを備え、エアーパッド９は、バストを脇側及
び下側から持ち上げる第１膨張部９ａと、バストの上部のボリュームを補う第２膨張部９
ｂと、を左右それぞれに有し、上記第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂに空気を送るため
のポンプ１０と、ポンプ１０に接続され右側の第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂに連通
した第１パイプ２１ａと左側の第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂに連通した第２パイプ
２１ｂと、を有しているカップ部を有する衣類が提供される。従って、第１パイプ２１ａ
又は第２パイプ２１ｂのいずれかを指でつまんだ状態でポンプ１０を押圧することで、左
右の膨張部のいずれかにだけ空気を送ること、或は空気を抜くことが可能となる。ゆえに
バストの左右のボリュームのバランスを微調整することが可能となる。尚、この第１パイ
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プ２１ａ及び第２パイプ２１ｂは、弾力性のある部材で構成されてもよい。
【００４３】
　＜第３実施形態＞
　次に本発明の第３実施形態について説明する。
【００４４】
　図５には、本発明の第３実施形態に係るブラジャー３０の構成を示し説明する。ここで
は、図１と同一構成については同一符号を付し重複した説明は省略し、異なる部分を中心
に説明を進める。
【００４５】
　同図に示されるように、このブラジャー３０は、ポンプ３１，３４を有しているが、左
右の第１膨張部９ａに設けられている点が第１実施形態と異なる。左右の第１膨張部９ａ
は、中央仕切り部９ｅにより遮断されている。ポンプ３１を押圧すると、空気吸入口３３
より外部の空気がポンプ内に吸入され、左の第１膨張部９ａ、第２膨張部９ｂへと導かれ
る。同様に、ポンプ３４を押圧すると、空気吸入口３６より外部の空気がポンプ内に吸入
され、右の第１膨張部９ａ、第２膨張部９ｂへと導かれる。第１膨張部９ａ、第２膨張部
９ｂの空気を外部に排気するときは、空気排気口３２，３５を押圧して開かされた排気口
から外部に排気する。このように、左右の第１膨張部９ａが中央部で遮断されており、左
右のそれぞれにポンプ３１，３４が配設されているので、左右の第１膨張部９ａ、第２膨
張部９ｂへの空気の吸入、排気を独立して行うことができる。
【００４６】
　従って、例えば、左右の一方の第１膨張部９ａ，第２膨張部９ｂのみを膨張させて、左
右のバランスを図りたい場合などに膨張量の微調整を図ることができ、バストの造形性を
より高めることが可能となる。
【００４７】
　以上説明したように、この発明の第３実施形態によれば、カップ部を有する衣類におい
て、一対のカップ部２と、カップ部２の脇側に設けられたバック部５と、カップ部２に収
容されるように装着されるエアーパッド９とを備え、エアーパッド９は、バストを脇側及
び下側から持ち上げる第１膨張部９ａと、バストの上部のボリュームを補う第２膨張部９
ｂと、を左右それぞれに有し、上記左の第１膨張部９ａには上記左の第１膨張部９ａ及び
第２膨張部９ｂに空気を送るための第１のポンプ３１が配設され、上記右の第１膨張部９
ａには上記右の第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂに空気を送るための第２のポンプ３４
と、を有するカップ部を有する衣類が提供される。従って、左右の膨張部のいずれかにだ
け空気を送ること、或は空気を抜くことが可能となる。ゆえにバストの左右のボリューム
のバランスを微調整することが可能となる。
【００４８】
　なお、ポンプ３１、３４、左右の第２膨張部９ｂに設けてもよい。
【００４９】
　＜第４実施形態＞
　次に本発明の第４実施形態について説明する。
【００５０】
　図６には、本発明の第４実施形態に係るブラジャー４０の構成を示し説明する。ここで
は、図１と同一構成については同一符号を付し重複した説明は省略し、異なる部分を中心
に説明を進める。
【００５１】
　同図に示されるように、このブラジャー４０は、ポンプ４１を有しているが、左の第１
膨張部９ａに設けられている点が第１実施形態と異なる。左右の第１膨張部９ａは連通し
ており、ポンプ４１を押圧すると、空気吸入口４３より外部の空気がポンプ内に吸入され
、左の第１膨張部９ａ、第２膨張部９ｂへと導かれ、更に右の第１膨張部９ａ、第２膨張
部９ｂへと導かれる。左右の第１膨張部９ａ、第２膨張部９ｂの空気を外部に排気すると
きは、空気排気口４２を押圧して開かされた排気口から外部に排気する。このように、左
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右の第１膨張部９ａが中央部で連通しており、ポンプ４１により、左右の第１膨張部９ａ
、第２膨張部９ｂへの空気の吸入、排気を行うことができる。
【００５２】
　従って、例えば、装着者の利腕側の第１膨張部９ａにポンプ４１を配設すれば、装着者
による操作性は向上し、簡易な操作で膨張量の微調整を図ることができ、バストの造形性
をより高めることが可能となる。
【００５３】
　以上説明したように、この発明の第４実施形態によれば、カップ部を有する衣類におい
て、一対のカップ部２と、カップ部２の脇側に設けられたバック部５と、カップ部２に収
容されるように装着されるエアーパッド９とを備え、エアーパッド９は、バストを脇側及
び下側から持ち上げる第１膨張部９ａと、バストの上部のボリュームを補う第２膨張部９
ｂと、を左右それぞれに有し、上記左右の第１膨張部９ａのいずれかには、上記左及び右
の第１膨張部９ａ及び第２膨張部９ｂに空気を送るポンプ４１が配設されている、カップ
部を有する衣類が提供される。従って、利腕側のポンプ４１による簡易な操作により、左
右の膨張部のいずれかにだけ空気を送ること、或は空気を抜くことが可能となる。ゆえに
バストの左右のボリュームのバランスを微調整することが可能となる。
【００５４】
　なお、ポンプ４１は、左右の第１膨張部９ａ又は第２膨張部９ｂのいずれかに設けるこ
とができる。
【００５５】
　以上、本発明の第１乃至第４実施形態について説明したが、本発明はこれに限定される
ことなく、その趣旨を逸脱しない範囲で種々の改良、変更が可能である。
【００５６】
　例えば、エアーパッドの第１膨張部と第２膨張部の膨張量を、装着者のバストの形状に
合わせて調整することも可能である。即ち、例えば特にバストアップを図りたい装着者に
対しては第１膨張部の膨張量を多くするなど、オーダーメード、カスタムメードが可能と
なる。
【００５７】
　また、第１乃至第４実施形態に係るブラジャーは、ベース部４を介して左右のカップ部
２が連結されると共に、ベース部４とバック部５とが連結される例を挙げたが、これに限
定されず、ベース部４を備えない所謂眼鏡タイプとしてもよい。その場合には、バック部
５がカップ支持部３又はカップ部２に直接連結されることになり、左右のカップ部同士を
連結する連結部材を別途設けることになる。
【００５８】
　また、第１乃至第４実施形態では、ブラジャーを例に挙げて説明したが、本発明はブラ
スリップ、ブラキャミソール、スリーインワン、ボディスーツ、レオタード、水着、ブラ
ドレス等のカップ部を有する衣類にも適用されることは勿論である。
【符号の説明】
【００５９】
　１　ブラジャー
　２　カップ部
　３　カップ支持部
　４　ベース部
　５　バック部
　６　肩ストラップ
　７　係止具
　８　長さ調整具
　９　エアーパッド
　９ａ　第１膨張部
　９ｂ　第２膨張部
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　９ｃ　境界部
　９ｄ　位置合わせ部
１０　ポンプ
１０ａ，１０ｂ　空気通過口
１１　空気排気口
１２ａ，１２ｂ　ドットボタン（凸部）
１３　空気吸入口
１４ａ，１４ｂ　ドットボタン（凹部）
１５ａ　第１の凹部
１５ｂ　第２の凹部
２０　ブラジャー
２１ａ，２１ｂ　パイプ
３０　ブラジャー
３１、３４　ポンプ
３２、３５　空気排気口
３３、３６　空気吸入口
４０プラジャー
４１　ポンプ
４２　空気排気口
４３　空気吸入口

【図１】 【図２】
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